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⾃⼰紹介

⽉刊『ソトコト』編集⻑。1969年群⾺県⽣まれ。上智⼤学法学部国際関
係法学科卒業。雑誌『Outdoor』編集部、『Rod and Reel』編集⻑を経て、
現職。島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、⾼知県・津野町「地域
の編集学校 四万⼗川源流点校」メイン講師等の地域のプロジェクトに多数
携わる。国⼟交通省「ライフスタイルの多様化等に関する懇談会」委員等。
著書に『ぼくらは地⽅で幸せを⾒つける』（ポプラ新書）。

指出 ⼀正
Kazumasa SASHIDE

株式会社sotokoto online
代表取締役
⽉刊ソトコト 編集⻑
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⾃⼰紹介

京都精華⼤学芸術学部卒業。Art of life 研究家・ライフコーチ（国家資格
キャリアコンサルタント）⾼知への移住・起業・⼦育てなど、⾃分らしい
暮らしづくりを探求。独⾃の商品・サービスを開発し全国に販売、⾃分を
⽣かした仕事づくりに取り組む。これらの経験とライフキャリア理論・創
造性研究を集約し、現在は全国で「⾃分らしい⼈⽣のつくりかた・仕事の
⽣かし⽅」にまつわる講座を運営中。

ヒビノ ケイコ
Keiko   HIBINO

キャリアコンサルタント・
⽇々（株） 代表取締役
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四季ごとの暮らし
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女性の自分を活かす生き方を応援する仕事

・ライフキャリアデザイン、創造性を専門に

・東京で講座開催、オンラインセッション

・企業のクリエイティブな環境作り
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移住⽀援１３年そばで⾒てきての実感
→⽬先のこと、形だけでなくこの２つが必要

・⻑期的なライフキャリアデザイン
・産業・創造性が生まれる通気性の良い土壌作り



⾃⼰紹介

⼭梨県出⾝。2011年、地域おこし協⼒隊として東京から⼸削島へ移住。
任期後は「まるふ農園」の屋号で、無農薬野菜の栽培、農家レストランの
経営などを⾏う他、マルシェ「かみじまてしごと市」、⼩学校の総合学習
「かみじま地域研究会キッズ」の企画運営等の活動も⾏っている。

藤巻 光加
Mitsuka FUJIMAKI

まるふ農園おかみ
（上島町移住者）
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固定種
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かみじま地域研究会キッズ
（かみけんキッズ）

取材する→WEBで発表→島ツアーで交流
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⾃⼰紹介

愛媛県上島町（佐島）出⾝。平成１０年旧⼸削町役場⼊庁。⼊庁後、㈶愛
媛県まちづくり総合センター（現 えひめ地域政策研究センター）への出
向、帰庁後は、５年間町広報担当、１０年間建設課等を経て、平成３０年
度から政策推進室⻑を命ぜられ、上島町の政策推進に携わる。

檜垣 明宏
Akihiro  HIGAKI

上島町 企画情報課
政策推進室 室⻑
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上島町の概要

平成16(2004)年10月1日、弓削町、生名村、岩城村、魚島村の離島からなる４町村が合併し誕生しました。

交通機関は海上交通のみで、海を隔てて広島県尾道市に接しており、本町生名島と尾道市因島との距離はわず
か３００ｍほどであり、生活圏としては主に尾道市因島側に属しています。

年間を通じて晴天が多く、降雨量が少ない瀬戸内海特有の安定した気候で、温暖な気候と傾斜地を生かしたレ
モン等の柑橘栽培を中心とした農業、定置網や刺網等、多様な小規模漁業のほかに、海苔や鯛・平目・車エビの
養殖などを中心とした漁業、及び造船を中心とした製造業が本町の基幹産業です。
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岩城島

赤穂根島

生名島

魚島

弓削島

佐島

高井神島

■岩城地区(旧岩城村)
●有人島：岩城島・赤穂根島

●人 口：2,029人(うち外262)
（岩城2,027人、赤穂根2人）

●世帯数：1,149世帯(うち外259)
（岩城1,148、赤穂根1)
主な産業：造船関連事業

農業(レモン等柑橘)

■生名地区(旧生名村)
●有人島：生名島

●人 口：1,507人(うち外16)
●世帯数：842世帯(うち外15)
●主な産業：造船関連事業従事

■弓削地区(旧弓削町)
●有人島：弓削島・佐島

●人 口：3,117人(うち外28)
（弓削2,657、佐島460）

●世帯数：1,882世帯(うち外25)
（弓削1,626、佐島256）

●主な産業：造船関連事業従事

漁業(海苔養殖等）

■魚島地区(旧魚島村)
●有人島：魚島・高井神島

●人 口：159人(うち外1)
（魚島146、高井神13）

●世帯数：魚島106世帯（うち外1）
（魚島94、高井神島12）

主な産業：漁業(定置網等）

上島町（R1.9.30現在）

●人 口：６，８１２人
（うち外国人３０７人）

●世帯数：３，９７９世帯
（うち外国人３００世帯）

※住民基本台帳による

●面 積：３０．３８ｋ㎡

●水洗化率：１００％

●光情報網整備率：１００％

●信号機・トンネル：０個

【主な登録・認定】

●「日本で最も美しい村」連合

●しまの宝百景（国土交通省）

●快水浴場百選（環境省）

出典：国土地理院
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上島町の現状
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弓削地区

生名地区

岩城地区

魚島地区

上島町

上島町人口ピーク
昭和25(1950)年
総人口15,552人

弓削地区人口ピーク
昭和25年 6,930人

生名地区人口ピーク
昭和50年 3,259人

岩城地区人口ピーク
昭和25年 4,202人

魚島地区人口ピーク
昭和20年 1,755人

上島町は、戦後の昭和２５年の総人口15,552人をピークに、日本経済の発展と共に、高校卒業後に都会へ進学・就職するという人
口流出が進んだ。昭和50年頃のオイルショック頃に、一時人口増加がみられたが、都会への人口流出に併せて、少子・高齢化も進
み、人口減少に歯止めがかからない状況が続いている。
■昭和２５(1950)年：15,552人 ■令和元(2019)年：6,812人 ※約７０年でピーク時の43.8％まで減少

国勢調査より

昭和50(1975)年
総人口13,645人
※オイルショック
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上島町の人口推移 人口ビジョン（H28(2016).3策定）
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上島町の人口推計（2010 — 2060）

パターン１ 推計例A 推計例B 推計例C
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50年後には・・・
４９．５％の人口に

平成２７年度に策定した上島町人口ビジョンによる今後の人口推計は、２０１０年から２０６０年の今後５０年間で、現人口か
ら約５０％も人口が減少することが推計されている。
人口最大であった昭和２５(1950)年の15,552人から、110年後の2060年には、最大値で24.4％の3,786人になることが予測さ
れており、人口構造も年少人口・生産年齢人口が少なくなり、超高齢化社会になることが予測される。

2020年からは
老年人口も減少に・・・
完全な人口減少時代

17



人口減少に伴う上島町の課題
○結婚率低下

⇒将来への不安

○出産率低下

⇒将来の子育てへの不安

○少子化

⇒小中学校、弓削高校の存続危機

○後継者・担い手不足

⇒農水産・商工・造船業等の衰退

○高齢化

⇒福祉費の増加による財政圧迫

○転出者の増加・若年層の流出

⇒税収入の減

○人口減少

⇒集落・地区・町の維持存続困難

○財政難

⇒公共サービスの削減・廃止

～近隣市町村への合併

悪循環

↓

上島町が消滅

18



○結婚率低下
⇒将来への不安の払拭

○出産率低下
⇒将来の子育てへの不安の払拭

○少子化
⇒上島町の教育の充実

○後継者・担い手不足
⇒後継者・担い手を作り・育てる

○高齢化
⇒健康増進、居場所づくり

○転出者の増加・若年層の流出
⇒町に住む・残る・帰る魅力づくり

○人口減少
⇒移住定住者の受入・受入態勢構築

○財政難
⇒公共サービスの見直し

唯一無二のまちづくりによる存続

上島町の課題解決への取組み

○結婚率低下

⇒将来への不安

○出産率低下

⇒将来の子育てへの不安

○少子化

⇒小中学校、弓削高校の存続危機

○後継者・担い手不足

⇒農水産・商工・造船業等の衰退

○高齢化

⇒福祉費の増加による財政圧迫

○転出者の増加・若年層の流出

⇒税収入の減

○人口減少

⇒集落・地区・町の維持存続困難

○財政難

⇒公共サービスの削減・廃止

～近隣市町村への合併

悪循環 ⇒上島町が消滅 好循環 ⇒上島町をつなぐ

上島町の課題解決に向けた取り組み
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上島町の取組み【上島町総合計画(H28～R7) 上島町総合戦略(H27～R2)】

町の未来像

世界に誇れる
品格あるふるさと
～上島流の豊かさ・
幸福のある暮らし～

まちづくりの理念

島人による
上島ならではのまちづくり

～住民自らによる、産業・歴史・文化・自然を
活かしたまちづくり～

★重点プロジェクト★
①基幹産業を育て雇用の創出に取り組む
②人を呼び込み新しい人の流れを作る
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望

をかなえる
④元気島でいつまでも暮らせる

総合計画

１．交流の輪を広げる島人【地域活性分野】

さまざまな分野における町内外の交流活動を活発に展
開して、交流人口の拡大を図るとともに、観光による交
流の環境と、移住・定住につながるための環境の整備を
進めます。

基本目標④
元気島でいつまでも暮らせる

基本目標④
元気島でいつまでも暮らせる

総合戦略（総合計画と共有） 「まち・ひと・しごと創生」との関係

基本目標①
基幹産業を育て雇用の創出に
取り組む

基本目標①
基幹産業を育て雇用の創出に
取り組む

基本目標③
若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる

基本目標③
若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる

基本目標②
人を呼び込み新しい人の流れ
を作る

基本目標②
人を呼び込み新しい人の流れ
を作る

まちの強みを伸ばし、働き続けた
いと思える環境をつくる

「しごと創生」

誇りを持って
住み続けたいと思える

生活を支える

「まち創生」

人口減少を食い止め、まちの活力を維持するための「ひと創生」

基本目標②人を呼び込み新しい人の流れを作る
（１）移住・定住の促進・・・・●移住定住支援の推進
（２）観光振興・・・・・・・・●地域資源をいかした観光施策の推進
（３）にぎわいの創出による・・●交流事業の促進

交流人口の拡大 ●スポーツイベントによる交流機会の
拡充

●自転車・ヨット等による交流

基本目標②人を呼び込み新しい人の流れを作る
（１）移住・定住の促進・・・・●移住定住支援の推進
（２）観光振興・・・・・・・・●地域資源をいかした観光施策の推進
（３）にぎわいの創出による・・●交流事業の促進

交流人口の拡大 ●スポーツイベントによる交流機会の
拡充

●自転車・ヨット等による交流

まちづくりの理念

島人による
上島ならではのまちづくり
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上島町の課題解決へのキーワード

上島町の

負の

スパイラル
〝ないない“からの

不安・不満

不足・不信

人口

減少

上島

消滅

上島町を維持・形成できる適正な人口の確保

定 住 促 進 移 住 促 進
◎人を呼び込み新しい人の流れを作る
▶「ひと創出」
…移住定住支援の推進
…交流人口の拡大を図る

⇒交流事業の推進
⇒交流機会の拡充

◎住み続けたい、帰ってきたい環境を作る
▶「仕事創出」…働きたい、働き続けたい仕

事環境の整備
▶「まち創出」…各種福祉施策の充実した誇

りをもって住み続けたい環
境づくり

…帰ってきたい環境づくり
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